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「第 27 回介護福祉士国家試験（午前問題）」の試験問題および解答速報

＜2015 年 1 月 25 日（日） 実施＞

  （2015 年 1 月 27 日掲載）

区分 問題文 （第 27 回介護福祉士：午前問題）
やまだ塾の解答

簡易解説

＜ 領 域 ：

人間と社

会＞

人間の尊

厳と自立

④

④朝日訴訟は，日本国憲法第

25 条に規定する「健康で文化

的な最低限度の生活を営む権

利」（生存権）と生活保護法の

内容について争った行政訴訟

である。

③

③「障害者への合理的配慮」

について，(1)国の行政機関・

地方公共団体等は「法的義

務」，(2)民間事業者は「努力義

務」，である。
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人間関係

とコミュニ

ケーショ

ン

①

①専門職は，自らの感情をコ

ントロールし，利用者の感情に

関心を持ち，非審判的な態度

で共感的に接することが重要

である。

④

④発話では，介護福祉職は，

前方から，表情・視線・口の動

きを見せながら，大きく，ゆっく

り，はっきり，低い声で発声す

る。また，文字の理解や書字

ができる場合は，筆記具とメモ

を用意し，筆談も用いる。

社会の理

解

①

①「民生委員は，都道府県知

事の推薦によって，厚生労働

大臣がこれを委嘱する。」（民

生委員法第 5 条第 1 項）

①

①2013 年 4 月から，社会福祉

法人の所轄庁は以下の通りで

ある。

(1)市長：市の区域内で事業を

行う社会福祉法人（社会福祉

法第 30 条第 2 項）

(2)厚生労働大臣：2 以上の都
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道府県の区域にわたり，事業

を行う社会福祉法人（社会福

祉法第 30 条第 3 項）

(3)都道府県知事：上記以外

（社会福祉法第 30 条第 1 項）

③

③ナショナルミニマムとは，イ

ギリスのウェッブ夫妻の「産業

民主制論」（1897 年）において

提唱された概念で，国が国民

に最低限保障すべき行政水準

である。

②

②「ノーマライゼーションの理

念は，国連をはじめとする各種

国際機関の取り組みによって

世界中に広められた。特に，

1981 年の国際障害者年及び

1983 年から 1992 年までの「国

連障害者の十年」の果たした

役割は大きい。」とされている。
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③

③2005 年の改正介護保険法

のポイントは，(1)予防重視型

システムへの転換，(2)利用者

負担の見直し，(3)新たなサー

ビス体系の確立，(4)サービス

の質の確保・向上， (5)制度運

営・保険料の見直し，である。

①

①第1号被保険者は，「市町村

の区域内に住所があり，65 歳

以上の者」で，第 2 号被保険者

は，「市町村の区域内に住所

があり医療保険に加入してい

る 40 歳以上 65 歳未満の者」

である。

②

②訪問介護（ホームヘルプサ

ービス）は，「介護福祉士等訪

問介護員による自宅での介護

や身の回りの世話」を行う。
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②

②障害者相談支援事業では，

障害者の福祉に関する様々な

問題について，障害者等から

の相談に応じ，必要な情報の

提供，障害福祉サービスの利

用支援等を行うほか，権利擁

護のために必要な援助も行う。

障害者本人の思いや希望を

大切にした相談支援が基本と

なる。

⑤

⑤「市町村審査会は，前項の

審査及び判定を行うに当たっ

て必要があると認めるときは，

当該審査及び判定に係る障害

者等，その家族，医師その他

の関係者の意見を聴くことがで

きる。」（障害者総合支援法第

21 条第 2 項）
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①

①障害者が利用できる建物，

施設であることを明確に表す

ための世界共通のシンボルマ

ークで，このマークは「すべて

の障害者を対象」としたもので

あり，特に車椅子を利用する

障害者を限定し，使用されるも

のではない。

②

②任意後見制度（契約による

後見制度）は，本人に判断能

力があるうちに，将来判断能

力が不十分な状態になること

に備え，公正証書を作成して

任意後見契約を結び，任意後

見受任者を選んでおくものであ

る。本人の判断能力が不十分

になったときに，家庭裁判所が

任意後見監督人を選任したと

きから，その契約の効力が生

じる。
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④

④「市町村保健センターは，住

民に対し，健康相談，保健指

導及び健康診査その他地域保

健に関し必要な事業を行うこと

を目的とする施設とする。」（地

域保健法第 18 条第 2 項）

＜領域：

介護＞

介護の基

本

③

③1987年2月25日，日本学術

会議は，「社会福祉のおけるケ

アワーカー（介護職員）の専門

性と資格制度について（意

見）」（日本学術会議社会福

祉・社会保障研究連絡委員会

報告）を提出した。

④

④、「同居」の主な介護者を性

別にみると，男 30.6％，女

69.4％である。年齢階級別に

みると，「60 歳以上」が男性

65.1％，女性 61.0％である。
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④

④「社会福祉士又は介護福祉

士は，社会福祉及び介護を取

り巻く環境の変化による業務

の内容の変化に適応するた

め，相談援助又は介護等に関

する知識及び技能の向上に努

めなければならない。」（士士

法第 47 条の 2）

①

①QOL は，(1)身体的機能や症

状を重視する身体的側面，(2)

社会的連繋や社会での役割分

担能力を重視する社会的側

面，(3)

感情の状態，抑うつと安寧等

を重視する心理的側面によっ

て構成されている，とされてい

る。

②

②「心身機能・構造」は心身の

働きで，「活動」は生活行為で

ある。歩行やその他の行為が

困難になった直接の理由は麻

痺（「心身機能」の低下）である

が，それを直接治さなくても，

車いすという「環境因子」の活

用による「活動」向上への働き

かけができる
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②

②利用者の価値観に配慮し，

個別性が高く多様性のある支

援をするには，利用者のストレ

ングスを把握することが必要で

あり，そのために「年齢をもと

に，生きてきた時代を考え体験

談を聞く」ことは適切である。

⑤

⑤障害年金には「子」の加算

があり，障害厚生年金には「配

偶者」の加給年金がある。障

害基礎年金受給者に生計を維

持されている 18 歳（障害があ

る場合は 20 歳）未満の子がい

る場合は子の人数に応じて加

算される。

⑤

⑤職員の配置は，なじみの関

係を築くためにもユニットごと

に固定化することが望ましく，

各ユニットを担当する職員を決

めるに当たっては，、利用者の

心身の状態像と各スタッフの

力量との関係，職員同士の組

み合わせなどを十分考慮する

ことが必要とされる。
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③

③「サービス提供責任者

は，・・・指定訪問介護の目標，

当該目標を達成するための具

体的なサービスの内容等を記

載した訪問介護計画を作成し

なければならない。」（指定居

宅サービス等の事業の人員，

設備及び運営に関する基準第

24 条第 1 項）

⑤

⑤高齢者虐待防止法において

は，市町村を第一義的に責任

を有する主体として，地域包括

支援センターを市町村の業務

を委託する主体として位置付

けている。

⑤

⑤課題を共有化し，同じ悩みを

分かち合い，共感し，共通の目

標に向かって連帯し，行動する

ことを目指す。
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④

④自己の意見を表明すること

が困難な利用者に対しては，

利用者のニーズを引き出した

り，代わりに伝えたりすること

が求められる。

⑤

⑤急な坂道を下がるときは，後

ろ向きになり，車椅子を支えな

がら下りる。

③

③「庭」36.4％と最も高く，次い

で「居間・茶の間・リビング」

20.5％，「玄関・ホール・ポー

チ」17.4％，「階段」13.8％，「寝

室」10.3％の順となっている。
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⑤

⑤入浴の順番は，原則として

最後とすることが望ましい。

①

①「振り返りカンファレンス」な

どで，よかった点や職員の頑

張った点などを明らかにし，今

後の看取り介護につなげてい

くなどのプロセスを経るによっ

て，職員自身が前向きに看取

りの経験を捉えるようになる，

と言われている。

コミュニ

ケーショ

ン技術

⑤

⑤「非審判的態度の原則」と

は，一般的な価値基準や援助

者自身の価値基準による一方

的な評価（判断） をする態度

を慎まなければならないという

原則である。

⑤

⑤要介護状態にある利用者の

支援を行っていくということは，

利用者自身の有する「主観的

な世界（固有世界，生活世

界）」を尊重していくことでもあ

る，と言われている。
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①

①家族の思いを無視して，利

用者の介護を行うことはできな

いので，利用者と家族とが話し

合う場の設定は不可欠であ

る。

③

③同じ話の繰り返しや•作話

は，否定せずに，話を合わせ

る。

④

④BPSD の中でも特に「くり返し

の訴え」のある利用者への対

応として，傾聴し，受容的な態

度で接することで，くり返しの

訴えが減少する，と言われて

いる。

④

④指示された仕事が長引く場

合にも，指示者に中間報告を

し，指示を仰ぐ。
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④

④悪いニュースほど早く報告

するのが鉄則であり，仕事でミ

スした時は素直に誤りを認め，

早急に上司に報告をして指示

を仰ぐ。

⑤

⑤上司も連携しながら一緒に

なって考えることにより，チー

ムワークのよい職場となる。な

んてね。

生活支援

技術

⑤

⑤生活時間とは，個人の睡

眠，仕事，家事，余暇活動等

の時間であり，その人独自の

ものがある。
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③

③「介護保険住宅改修費対象

工事」では，「その他前各項目

の住宅改修に附随して必要と

なる住宅改修」として，「手すり

の取り付け：手すり取り付けの

ための壁の下地補強」が認め

られている。

①

①就寝時の寝室の光 に関し

ては，人それぞれであるが，一

般的には 30 ルクス程度の光で

あればいいとされ，トイレは 75

～150 ルクス程度の明るさが

必要とされる。

③

③シェーバーを，肌に対して直

角に軽く刃をあてて剃る。

④

④ブラッシングを行う前に，う

がいができる人の場合は，一

度うがいをしてもらうと，大きな

食物残渣がとれて効率的であ

る。
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①

①介護者は麻痺側の膝折れ

防止を行わなければならない。

②

②不自然に脊柱を曲げたりね

じると，姿勢が不安定となり，

力が出せないと同時に腰痛の

原因にもなる。また，足先を重

心移動する方向に向け，膝の

屈伸で重心を移すと骨盤が安

定し，スムーズで安定した移動

になる。

③

③介護者は視覚障害者の半

歩前に立ち，後方から介護者

の肘の上を握ってもらい，視覚

障害者の肘が直角になる位置

で歩行誘導する。
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④

④嚥下障害者は，液体の摂取

が困難で，水分補給がむずか

しいので，ゼリー状のものは好

ましい食品形態である。

②

②視覚障害者に対して食事の

介助を行う際には，食事の位

置をクロックポジションで説明

し，食べ物の色や形なども説

明する必要がある。

②

②寒天は，凝固温度（30℃～

40℃以下）が高いので常温で

固まる。

④

④透析日は疲れており，さらに

血圧が下がりやすい状態であ

ること，そして針を刺した部分

から感染することがあるので，

透析後の入浴は避け，体を拭

く程度にした方がよ
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い，とされている。

③

③.先が細くなったボトルなどに

入れたぬるま湯をかける。

⑤

⑤機能性尿失禁の場合，トイ

レが遠くて間に合わないで漏ら

す場合には，環境障害への対

処もあるが，設問の選択肢中

では，「早めのトイレ誘導」が適

切である。

③

③「認知性高齢者の人権の尊

重を侵さないケア」が基本であ

る。
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②

②片麻痺で座位姿勢を保つこ

とができる人が自分で着用す

るものとして，「かぶり式の上

衣」は適切である。

④

④高齢単身無職世帯（60 歳以

上の単身無職世帯）の消費支

出は 144,820 円で，可処分所

得は 111,175 円であり，消費支

出が可処分所得を上回ってい

る。

③

③昼間の生活に活動性が出て

くると，夜も眠れるようになる。
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④

④ 「好きなものを食べることは

人を幸せな気持ちにさせる」と

される。

④

④苦痛緩和のため，できるだ

け呼吸が楽な体位を保持し，

必要に応じて体位交換をす

る。

介護過程

⑤

⑤アセスメントとは.，ケアプラ

ンを作成するために必須な情

報収集と分析である。「1 つの

情報だけで」はあり得ない。
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②

②生活支援の課題として，「転

倒の不安があること」を最優先

する。

③

③「長男の妻と穏やかに過ご

すことができる」ことが，介護目

標となる。

①

①介護計画では，現状の生活

課題を解決するための具体的

目標と，本人の心身機能・生活

意欲や生活機能の向上に向け

た目標を設定する。
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③

③「問題行動」として否定的に

受け止めるのではなく，本人か

らのメッセージと捉え，症状や

行動の背景にあるものを思慮

する。

③

③評価は，利用者において，

設定した目標（課題解決）を達

成できたかどうかを検討するこ

とであり，介護福祉職が実施

の責任を負う。
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②

②「利用者の考えを聞く」ことが

主観的情報を得る最善の方法

である。

④

④在宅ケアの担い手である訪

問介護員がケアカンファレンス

において情報を提供すること

は，その職務上，重要である。


